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受 験 競 争 と学 力

一
子 ど もの 学力低 下 の 仮説

一

小 宮 山　博 仁 （ベ ル 教 育 シ ス テ ム ）

問題提起……受験競争は 激化 して い ると言われて

久 しい が 、大学生の 学力は低下 して きた。競争が

激化すれ ば学力は向上するはずだが 、なぜ、逆に

低下 した の か、そ の仮説を提起する。

（1）受験と学力

　受験勉強は 、単な る テ ス トの 点数を取る ため の

学び で あるか ら、真の 学力 とは 結び っ か な い とい

う見解が ある 。 子 どもの 学び には、学校知 と受験

知がある 。 学校知 とは学校で の 学びか ら得 られ る

知識で、原理 や しくみ に こ だわ る。
一

方、受験知

とは 、試験に合格するため の 学び で 、受験技術が

中心 の 知識で ある。そ の た め、教育関係者か らは、

受験知は嫌れ る こ とが 多い
。 確 か に、受験競争で

得られる学力は受験知 が中心 で あ るが、受験知 を

習得するには、学校知が必要になる こ とがよくあ

る。受験技術だけでは、入 学試験の 問題 を解けな

い こ とが あり、学校知 と受験知 は、全 く別の学び

で はない
。 学校知 の 上に 、 受験知 が成 り立 っ て い

る。そ の た め 受験競争は、学校知の習得に も
一

役

買 っ てい る こ とになる。受験に よっ て 、日本の 子

どもの 学力は
一定の レベ ル に保 たれて きた。

（2 ）受験競争意識の 二 極分化現象

1．受験競争意識に つ い て。

　受験競争は、競争率に 関 して は 、1960 年代に 比

べ て、現在の 方が激化 して い な い
。 競争率は低 ド

して い るが、競争に参加 して い る人数が多 く、し

か も親と子 の 競争意識 が高ま っ たため、受験が激

化する よ うに な っ た の が、1980 年代以降である。

受験競争意識がなぜ激化 した か は、第 49 回大学の

発表要旨集録 に詳 しい
。 こ こ では、受験競争意識

の 二極分化現象に つ い て、取り上 げる。

2．受験競争意識の こ極分化現象

　学歴を獲得するため の 受験競争は、そ の 種類に

よっ て 異な る。小学受験 と中学受験はよ く似て い

る 。 ともに、競争意識は相変わ らず高 い し、受験

の動機や目的も同 じだ。 大学を 、 機能的価値とし

て 認 め るよりも、象徴的価値 とみ なす こ とが多い 。

経済的メ リッ トよ りもス テ
ー

タス シ ン ボル を獲得

する行為の ．．一
つ として 、学歴を考え て い る 。 社会

学者ヴ ェ ブ レ ン の 言 う、衒示的消費行動 として 、

有名大学付属校や、大 学進学率 の よ い 有名 中学校

を受験する。 彼 らの補助教育費は投資で は なく、

消費となる。　　　　　　
「

　
一

方、高校と大学受験の 競争意識 はバ ブ ル の 頃

よ りも低下して い る。入れ る高校や 大学な ら、ど

こ で もよい とい う受験者が増えた。ワ ン ラ ン ク 上

の 学校に、何が何で も合格 し たい とい う、受験の

ゲーム 化 現象は、冷却 しつ つ ある。学歴 を獲得で

きれ ば、将来 の 展望 が開 ける、とい っ た よ うな時

代で は な く な っ た こ とは、親も子 もよく知 っ て い

る。大卒とい う高い学歴を得て も、必ず しも高い

賃金 を保証 される わけでは ない 。そ の た め 、・学歴

に機能 的価値 を求める親子 が、以前よ りは少 なく

な っ た。何が何で も上級 の 学校に行 くの ではな く、

周 りが行 くか ら何 とな く行 く、自分だけが行 かな

い の は み っ ともない 、そ うい う理 由 の 子 どもが多

くな っ た。

（3 ）受験競争と学力低下

1．学歴社会の変容 と学力低下

　学歴 の機能的価値が優先され る社会では、経済

的メ リソ ．トに魅力を感 じる親子が多い 。将来の見

返 りを 当て にするわ けだか ら、 家計の 補助教育費

は 明 らか に投資となる 。 投資となれ ば、学ぶ 目的

は明白で、学習動機は強い。合格するだけ でなく、

将来社会に出て役立 つ 知識を学校で 学ぼ うとする。
ハ ン グ リ

ー精神 があれ ば、学校知と受験知の 両方

を獲得す る の に 熱心 とな る 。

　一一方、学歴の 象徴的機能が優先されれば、ス テ

ー
タ ス シ ン ボル として学歴を考える親子 が多くな

る。そ うす ると、補助教育費は消費の 1 つ となる。

衒示的消費行動の 1 つ なの で 、代替が可能で ある

か ら、学ぶ 目的は必ず しも明確で はない 。学習動

機が弱く、学歴に機能的価値を見い 出す群よりも、

子 ども の 学習意欲は低い 。学ぶ こ とに経済的メ リ

ッ トは感 じて い な い の で、学校知にはあまり関心

がな い 。合格 の 手段 として 受験知 を利用 。

2．学歴獲得競争意識 と受験勉強

　学歴獲 得に は、そ の 目的に よ っ て 、機能的価値

と象徴的価値に分け る こ とが できる 。 機能的価値

を求め る受験者は、1960 年代まで は多か っ た。彼

らは、学校の 勉強 と受験勉強を熱心 に行 い 、学問

を身に つ けると、それが将来何か の役に立 つ と信

じて い る 。 学校知 と受験知の 両方を獲得する、ま

じ めな子 どもで ある。こ の よ うな受験生 が多くい

れば、学力は
一定の レ ベ ル に保 つ こ とが で きる。

そうい う時代は、せ い ぜ い 1970年代までであ っ た 。
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　 とこ ろが
、

1980 年代以降、学歴 の 象徴的価値を

求める受験者 が多くな っ た 。 それは小学受験や 中

学受験に、特 に 著しい 。 彼 らは、学問に は 興味が

な く、ス テ
ー

タ ス を得る ため の手段 と して しか 考

え て い な い。極端 な話、合格 した ら学力は 必要な

い と思 う受験生 も出て くる。　 （大学付属校出身 の

大学生 の学力低下問題）学習意欲は 、機能的価値

を求め る受験生 よ り も低下す る。当然学力 の 低 下

も著しい
。

　 また、1980 年代以降、機 能的価値 を求めて 学歴

を得 ようとす る受験生が、中学生 ・高校生 を中心

に 少 な くな り、受験の 圧 力が低下 した と考え られ

る。学歴 の機能的価値が機能 しなくなり、しか も

象徴的価値を求め る受験生 が 増 え た た め 、中学

生 ・高校生 ・大学生の 学力 が 低 下 した と思 わ れ る。

学歴獲得競争意識 の 変化 に よる圧力低 下を 、 学力

の 低下 の 第一
要因 とす る 。

3．入試制度と学力低下

　入試制度 の 変更 も、学力低 下 の 要因 の
一

つ にな

っ て い る。 学歴獲得 の 圧力 （特 に機能的価値にお

い て ）が強 い と、競争入試制度が機能 して 、学力

を
一定の レベ ル に維持す る こ とが 可 能 とな る。卒

業は 易 し くて も、入学が 難 し ければ、一定の 学力

を保つ こ とが で きる制度に、1970年代 まで はな っ

てい た。

　学歴獲得 の 圧 力が弱ま ると、競争入試 制度は機

能 しな くな っ て くる。真剣 に学ばな くて も、中学

や高校 は 卒業で き る、しか も推薦入 試 な どで 入学

が易 し くな る。卒業も入 学も易 し くなれ ば
一

定の

学力を維持する こ とは 不可能に なる。

　推薦入試の 増加や受験科 目の減少 とい っ た入試

制度の 変更は、学力低下 の 第二 要因 とな っ て い る。

4．学習指導要領 の 変更 と学力低 下

　1980 年代か ら、小 ・中学校 の 学習内容はかな り

削減 され た 。
い わゆ る、ゆと りの教育の 実施で あ

る。特 に算数 ・数学 ・英語 は易 し くなっ た
。 それ

に合わせ た授業を教師は行 い
、 それ に合 わせた勉

強を子 どもは適当に行 う。 そ して 、 学習内容は易

しくなっ て い るの に、学力不振児 の 割合は変わ ら

ない
。 この ように して、全体 の 学力が低下 したが、

相対評価や主観的な絶対評価 を取 り入れ て い る と、

学力 の 低下 に 気 づ くの が 10年遅れ る。そ の現象が

大学生 の 学力低下 と し て、現在表面化 して い る 。

学習指導要領が易 しくな っ た の が 、 学力低下 の第

三 の 要因 で ある。

5．ア イデンテ ィ テ ィ の危機 と学力低下

　大衆消費社会は 、商品が豊富で 清報過多 の 時代

で ある。ほ とん どの 親 と子 どもは、衣食住に満足

して い るか ら、学び の 目的を見つ ける こ とが難 し

くなっ て い る。さらに、将来に対す る希望 も持ち

に くい 、不透明な社会で ある。そ うい う時代に は、

自分の存在価値を示 した り、周 りか ら認 め られ る

こ とが難 し い 。ア イデ ン ラ「イ テ ィ の 危機である。

こ れが子 どもの 世界に も浸透 して きた。学ぶ意欲
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

が欠如 した まま、とりあえず上級 の 学校に 、低学

力 の まま行 くとい う、中誰や 融 生が増え t・ 。

KXIテ ィ テ ィ の 危

隅
学力低下の 第四 の 要

6．集団教育と個性教育の対靼

　集団教育は、競争原理が陬い て いれば、効率の

翻 難 懸 識 曝鞴 隣 鍔糞
立 が 表面化 した 。 個性 を重視す る と、集団教育が

機能 しな くな り、教育効率が悪化する 。 集団の 中　　　　　　　　　　　　　
で個を い かに発揮 させ るかiの教育技術が未発達な

ため、集団教育の 良さも個件教育の 良さも引き出

せ な い 状況が生 じた。そ の た め子 どもの 学力が低

輪 、轟韓 瓣
の

範
の 要因で ある・

　相対評価の 精密な数字は 1 何 とい っ て も偏差値

で ある ． 賂 直は、子 ど翫 ちを相対的に言判耐

華雄灘llll蘿
をは た して い た時代は、学力は右肩 上が りで あ っ

た
。　 （1970 年代頃ま で ）そ うい う時代に は、競争

原理 が 働 き、相 対評価が機能 して い た 。 しか し、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

受験 の 圧力 の 低 下な どによ Ol学力の 向上があ ま り

期待 で きな くなる と、相対評価は機能 しなくなる。

鬻鴛融 鸚お薹縣 離騰 跫態雫　　　　　　　　　　　　　
して い た の で ある。偏差値教育の まん 延は、学力

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 r

低下を加速す る要 因 とい える 。

8．子 どもの 遊び の 変化と学力低下

。重だ飃 驢 翻雅 離 惣
が増えた。昔か ら子 どもは 、．集団の外遊び か ら、

様々 なこ とを学ん で 、知能を発達 させ て きた。 集

団遊び をする こ とに よっ て 」学校 の 集団教育に ス

ム ーズに 参加す る こ とが 可能で ある 。

一
方 、

一
人

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
遊び で は、人 と人 との 関係性が希薄に なり、学校

生活に 不適応な子 どもを増やすこ とに なる。また

今斃を禦 羣纛 讌 蠶 繼 む髦
きやす い 。外遊び の 減少 は 、自立 した学習の で き

る子 どもを減 らすこ とになる 。 外遊び の 減少 は 、

学力低下 の 間接的要因 とえいる。
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